
 

 

2014 年度春季リーグ戦 

第４週 ４月 29日 

４勝２敗 

2013 年度春季リーグ戦 

第４週 ５月１日 

４勝３敗 

亜 大 ０１０ １００ １０２ ５ 

駒 大 ０００ ０４０ ０００ ４ 

      打安点 

(５)砂 川 ３１１ 

(４)前 田 ３１２ 

(６)下 川 ４００ 

(８)江 越 ４００ 

(７)齋 藤 ４１０ 

(３)福山亮 ３１０ 

DH 米 満  ３１１ 

(２)木 下 ２００ 

(９)伊藤修 ３００ 

     計 29５４ 

 

▽二塁打＝齋藤 

 

      回  打安責 

  今 永 ８ 34６３ 

● 片 山 １ ６２１ 

 

駒 大 ００１ ０００ ０００ １ 

亜 大 ０００ １０１ １３０ ６ 

       打安点 

 （９）江 越  ４１０ 

 （５）砂 川  ４１１ 

 （４）前 田  ３００ 

 （６）下 川  ３１０ 

 （７）斎 藤  ４００ 

 （３）福山亮  ３１０ 

 ＤＨ 米 満  ３００ 

  Ｈ 長谷川  １００ 

 （２）高橋亮  ３１０ 

  Ｈ 山 口  １００ 

 （８）犬 伏  ３００ 

        計 31５１ 

 

▽二塁打＝砂川 

 

      回  打安責 

●片 山 ５2/3 23４１ 

  箱 島 １1/3 ６００ 

  高橋涼  1/3 ４２３ 

  中 山  2/3 ２００ 

 

 

王
者
・
亜
大
と
の
初
戦
、
相
手
投

手
の
前
に
４
回
ま
で
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
で
抑
え
ら
れ
る
。
５
回
の
猛
攻
で

試
合
の
主
導
権
を
握
り
か
け
た
が

９
回
の
ミ
ス
が
響
き
勝
ち
越
し
を

許
し
敗
れ
た
。 

 

だ
が
１
点
リ
ー
ド
で
迎

え
た
９
回
、
試
合
は
予
期
せ

ぬ
方
向
に
動
く
。
８
回
ま
で

投
げ
続
け
た
エ
ー
ス
今
永

昇
太(

経
３)

の
脚
が
つ
り
、

監
督
判
断
で
降
板
。
片
山
雄

貴(

商
３)

が
継
投
す
る
が

安
打
と
四
球
、
捕
逸
で
同
点

に
追
い
つ
か
れ
、
そ
の
後
適

時
打
を
打
た
れ
そ
の
ま
ま

逆
転
負
け
を
喫
し
た
。 

相
手
に
と
っ
て
は
理
想

の
展
開
だ
っ
た
。
戦
略
と
し

て
、
今
永
に
い
か
に
球
数
を

投
げ
さ
せ
る
か
を
ね
ら
っ

て
い
た
。
亜
大
の
生
田
勉
監

督
は
「
前
半
だ
け
で
今
永
が

１
０
０
球
近
く
投
げ
て
い

た
こ
と
で
後
半
に
勝
負
で

き
た
」
と
明
か
し
た
。 

今
カ
ー
ド
は
優
勝
に
近

づ
く
た
め
に
最
も
重
要
な

カ
ー
ド
。
今
永
は
「
完
投
し

な
い
と
エ
ー
ス
と
し
て
役

割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
体

力
面
で
も
投
球
面
で
も
成

長
し
な
け
れ
ば
」
と
振
り
返

り
、
今
後
の
課
題
を
語 

 
 
 
 

っ
た
。
打
線
の
強
化
と
投
手

陣
へ
の
援
護
が
優
勝
を
左

右
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

 
 

２
回
、
本
塁
打
を
打
た
れ
、

先
制
点
を
許
す
。
続
く
４
回
で

も
さ
ら
に
１
点
を
追
加
さ
れ

苦
し
い
展
開
に
。
だ
が
相
手
投

手
・
山
﨑(
４
年
＝
帝
京) 

の

好
投
の
前
に
無
安
打
で
迎
え

た
５
回
裏
、
駒
大
打
線
は
勢
い

を
見
せ
る
。
斎
藤
導
久(
政
４)

が
二
塁
打
で
好
機
を
作
る
と
、

続
く
１
死
一
、
三
塁
の
場
面
、

米
満
一
聖(

経
１)

が
中
前
安

打
で
１
点
を
追
加
。
そ
の
後
、

前
田
滉
平(

法
３)

が
適
時
二

塁
打
を
放
ち
こ
の
回
に
一
挙

４
点
を
返
し
相
手
を
突
き
放

す
。 

 
文：高橋 成美 

写真：五十嵐秋音 

 

１
点
リ
ー
ド
の
４
回
に
同
点
に
追
い

付
か
れ
る
と
、
６
回
に
犠
打
野
選
で
勝

ち
越
し
を
許
す
。
打
線
も
３
回
以
降
は

得
点
を
挙
げ
ら
れ
ず
、
２
連
敗
で
勝
ち

点
を
奪
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
こ

れ
で
自
力
優
勝
の
可
能
性
が
消
滅
し

た
。 

 

初
戦
を
落
と
し
て
迎
え
た
絶
対

王
者
・
亜
大
と
の
第
２
戦
。
優
勝
の

た
め
に
も
落
と
せ
な
い
一
戦
だ
っ

た
が
、
試
合
後
「
力
の
差
が
は
っ
き

り
と
出
て
し
ま
っ
た
」(

砂
川)

「
試

合
運
び
を
見
て
強
さ
を
感
じ
た
」(

江

越)

と
そ
れ
ぞ
れ
振
り
返
る
よ
う
に

完
敗
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。 

３
回
、
１
番
に
入
っ
た
江
越
大
賀

(

法
４)

が
左
線
二
塁
打
を
放
ち
好
機

を
作
る
と
、
続
く
砂
川
哲
平(

法
４)

の
中
前
安
打
で
先
制
点
を
挙
げ
る
。 

だ
が
、
こ
の
リ
ー
ド
を
守
り
切
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
４
回
、
先
頭
打

者
を
失
策
で
出
塁
さ
せ
る
と
、
犠
打

と
適
時
打
で
同
点
に
追
い
付
か
れ

て
し
ま
う
。
６
回
に
は
、
無
死
一
塁

の
場
面
で
捕
逸
。
走
者
は
三
塁
ま
で

進
み
次
打
者
の
犠
打
野
選
で
勝
ち

越
し
点
を
献
上
。 

守
備
の
乱
れ
か
ら
の
失
点
に
西

村
亮
監
督
は
「
勝
手
に
自
分
た
ち
で

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
し
ま
っ

た
」
と
厳
し
い
表
情
だ
っ
た
。 

優
勝
へ
の
道
の
り
は
険
し
く
な

っ
た
が
、
こ
の
日
６
回
途
中
２
失
点

の
粘
り
の
投
球
を
見
せ
た
片
山
雄

貴(

経
３)

は
「
あ
と
２
カ
ー
ド
、
２

連
勝
で
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
前
を
向
い
た
。(

山
本
春
熙) 

 

前半、思うような投球が

出来ず悔しい表情を浮

かべる今永 

【
右
】
４
回
か
ら
の
猛
攻
を
止
め
ら
れ

な
か
っ
た
。 

【
左
】
適
時
打
を
放
っ
た
砂
川 


